
白鷹町次世代育成支援行動計画②

白鷹町食育推進計画（中間報告）④
荒砥橋架け替えが県道路中期計画へ⑥
４月からごみ袋が変わります⑦
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E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.lg.jp編集と発行／白鷹町総務課

　雪中みかんさがし　　―　スキー場まつり　―
　２月28日、白鷹町営スキー場で第28回スキー場祭りが行われました。当日は、駐車場が満車になるほどのお客さまが訪れ、

抽選会や餅つきなど、たくさん準備されたイベントを楽しんでいました。会場には、「ピカチュウ」や「キティちゃん」の大

きな雪像もつくられ、普段のスキー場とはまた違った華やかな雰囲気に包まれていました。
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　白鷹町次世代育成支援　　　　　 行動計画（後期計画）
　　～　計画（案）へのご意見をお寄せください　～ Ⅲ　計画が目指す方向

◆目標事業量の設定　
　統計データ、ニーズ調査の結果、主要な課題などを踏まえ、目標年度である平成26年度までに達
成すべき目標事業量を次のとおり設定します。

事業名 指　標 21 年度
実績値

26 年度
目標値

通常保育事業

児童数 481 人 493 人
うち３歳未満

（入所率）
141 人

（43％）
160 人

（58％）
うち３歳以上

（入所率）
340 人

（98％）
333 人

（98％）

特定保育事業 一時保育事業で
対応 ０カ所 ０カ所

延長保育事業 設置カ所数 ２カ所 ３カ所
児童数 40 人 60 人

休日保育事業
ファミリーサポ
ートセンターの
活用で対応

０カ所 ０カ所

病後児保育事業
ファミリーサポ
ートセンターの
活用で対応

０カ所 ０カ所

事業名 指　標 21 年度
実績値

26 年度
目標値

放課後児童
　健全育成事業

（放課後
　児童クラブ）

設置カ所数 ２カ所 ４カ所

児童数 110 人 150 人

地域子育て支援
拠点事業

設置カ所数 １カ所 １カ所
延べ利用人数 7,600 人 7,600 人

一時預かり事業
（一時保育事業）

設置カ所数 ５カ所 ５カ所
延べ利用日数 560 日 800 日

ファミリー
サポート
センター事業

設置カ所数
（　）は単独事業

0 カ所
（１カ所） １カ所

登録会員数 45 人 100 人
保育実績回数 15 回 75 回

放課後
　こども教室 設置カ所数 ２カ所 ５カ所

◆重点項目　
　基本理念の実現を目指して５年間に取り組む個別目標・主な取り組みのうち、次の項目を重点項目
として設定し、重点的・優先的に推進します。

施策目標（個別目標） No 重点項目
1. 子どもの「生きる力」の育成

（1. 教育環境の充実）
１ 学校と地域の連携の強化
２ 荒砥高校の総合的な支援

2. 母と子の健康づくりの推進
（1. 乳幼児や母親の健康の確保）３ ニコニコマタニティライフ

応援事業の推進
2. 母と子の健康づくりの推進

（2. 食育の推進） ４ 食育推進計画の推進

2. 母と子の健康づくりの推進
（4. 小児医療の充実）
3. 子育て家庭への支援の充実

（2. 子育て家庭の経済的負担の
軽減）

５
しらたか元気っ子事業

（町単独医療給付事業）
の周知・活用

3. 子育て家庭への支援の充実
（1. 相談機能、情報提供、学習

機会の充実）
６ 子育て応援ブックの作成

4. 仕事と家庭の両立の推進
（1. 両立を支援する保育サービ

スの充実）

７ 乳児・低年齢保育枠の拡大
８ 延長保育の充実

９ 保育施設の環境整備と
運営主体の民営化

10 放課後児童クラブの充実

施策目標（個別目標） No 重点項目
5. 子ども・子育てに配慮した
まちづくり

（1. 良質な住宅・居住環境の整備）
11 公共施設の開放情報の周知

6. 地域における子育て支援の
充実

（1. 地域における子育て支援
サービスの充実）

12 ファミリーサポート
センターの充実

13 子育て支援センターの充実
6. 地域における子育て支援の
充実

（2. 子育て支援のネットワー
クづくり）

14 地域の子育てサロンの育成

6. 地域における子育て支援の
充実

（3. 児童の健全育成）

15 放課後こども教室の充実

16 総合型地域スポーツ
クラブの充実・支援

7. 次代の親の育成
（2. 出会い・結婚につながる

支援の充実）
17 広域的な連携の強化

7. 次代の親の育成
（3. 若者が活躍できる環境づ

くり）

18 若者の職場づくり

19 若者が集まって活動
できる場づくり

Ⅳ　計画の推進にあたって

　計画（案）に対するご意見は、住所・氏名・連絡先（電話番号）を必ず明記の上、郵便はがき、ＦＡＸ、電子
メールなどでお寄せください。３月19日（金）必着でお願いします。（電話によるご意見はご遠慮願います。）

●計画（案）公開場所　健康福祉課窓口（健康福祉センター）、中央公民館、町ホームページ
■問い合わせ　　　　健康福祉課子育て支援係　☎86－0212　FAX86－0115
　　　　　　　　　　e-mail :kenfuku@so.town.shirataka.yamagata.jp

◆計画の周知　　　◆推進体制づくり　
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施策目標 個別目標

1. 子どもの
　「生きる力」の育成

1. 教育環境の充実
2. 家庭や地域による教育の充実
3. 子どもを取り巻く有害環境対策の推進

2. 母と子の
　健康づくりの推進

1. 乳幼児や母親の健康の確保
2. 食育の推進
3. 思春期の保健対策の充実
4. 小児医療の充実

3. 子育て家庭への
　支援の充実

1. 相談機能、情報提供、学習機会の充実
2. 子育て家庭の経済的負担の軽減
3. ひとり親家族などの自立支援の推進
4. 障がい児施策の充実
5. 児童虐待防止対策の充実

4. 仕事と家庭の両立
　の推進

1. 両立を支援する保育サービスの充実
2. 両立のための働き方・生活の見直し

5. 子ども・子育てに
　配慮したまちづくり

1. 良質な住宅・居住環境の整備
2. 安心して外出できる環境の整備
3. 子どもの安全の確保

6. 地域における
　子育て支援の充実

1. 地域における子育て支援サービスの充実
2. 子育て支援のネットワークづくり
3. 児童の健全育成

7. 次代の親の育成
1. 次代の親としての家庭観の醸成
2. 出会い・結婚につながる支援の充実
3. 若者が活躍できる環境づくり

◆計画期間　
　　　　　平成22年度～ 26年度までの５カ年間

  計画（案）の概要

　広報しらたか７月12日号でもお知らせしましたが、町ではこれまで、次世代の子どもたちを育成支援す
るための行動計画として、次世代育成支援行動計画（後期計画）の策定を進めてきました。計画の策定にあ
たっては、前期計画の総括や統計データ、ニーズ調査（アンケート）、人口推計などを踏まえ、町民のかた
がたからなる計画策定委員会を設置し検討してきました。
　この結果、計画（案）がまとまりましたので、その概要をお知らせします。町民の皆さんのご意見をお寄
せください。計画（案）の詳細については、中央公民館や町ホームページなどで全文を公開しておりますの
でご覧ください。今後、計画（案）は町民の皆さんのご意見などを受けて決定することになります。

　白鷹町次世代育成支援　　　　　 行動計画（後期計画）
　　～　計画（案）へのご意見をお寄せください　～

◆前期計画の実績やニーズ調査を踏まえた主要な課題

　　　　　１．保育サービスなどの充実　　　　５．地域における子育て支援の充実
　　　　　２．子育てに伴う経済的負担の軽減　６．子どもの居場所の確保
　　　　　３．医療体制の充実　　　　　　　　７．晩婚化・未婚化への対応
　　　　　４．仕事と家庭の両立

Ⅰ　計画策定の背景

Ⅱ　行動計画
◆施策の体系　
　この行動計画は次のような体系に沿って展開します。

1. 生きる力あふ
　れる子どもの
　育成

2. 子育てが楽し
　いと感じられ
　る環境づくり

3. 地域ぐるみで
　の子育て支援

基本的視点

～
鮎
っ
子
の
笑
顔
か
が
や
く
ま
ち
・
白
鷹
～

確
か
な
次あ

代し
た

を
、
地
域
み
ん
な
で

基
本
理
念
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今
日
の
食
生
活
は
、
食
の
安
全
性
や
食
料
自
給
率
低
下
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る

一
方
で
、
生
活
様
式
の
多
様
化
と
と
も
に
「
食
」
の
重
要
さ
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

「
食
」
は
心
身
の
健
康
に
お
け
る
基
本
で
あ
り
、
特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な

人
間
性
を
育
み
健
全
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
何
よ
り
も
「
食
」
が
大
切
で
す
。

　

食
育
基
本
法
に
基
づ
き
、
町
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
全
な
食
生
活
を
実
践

で
き
る
よ
う
、
最
上
川
・
白
鷹
山
の
自
然
の
恵
み
や
豊
か
な
食
文
化
な
ど
、
白
鷹
ら

し
さ
を
活
か
し
な
が
ら
食
育
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
か
た

が
た
や
有
識
者
に
よ
る
白
鷹
町
食
育
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
計
画
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
中
間
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
推
進
計
画
の
概
要
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
よ
り
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

白
鷹
町
食
育
推
進
計
画（
中
間
報
告
）

へ
ご
意
見
を
お
寄
�
く
だ
さ
い

町民総参加

家　庭
○早寝早起きなどの基本的な

　生活習慣づくり

○家族一緒に楽しく食事

○地元の安全・安心な米や野

　菜を中心とした日本型食生

　活を実践

地　域
○食事バランスガイドを活用

　し、バランスのとれた食事

　を推進

○子どもや子育て世代への地

　域の伝統食の伝承

保育園・学校
○楽しく食べられる雰囲気づ

　くり

○地元の食材を中心に多種多

　様な食材の給食への利用

○体験学習を通した感謝の心

　の育成

生産者・事業者
○正確な食品表示を徹底し、　

　消費者との信頼関係を構築

○食の安全安心につながる環

　境保全型農業を推進

行　政
○町報、ホームページ上で食

　育に関する取組みを紹介

○食育を推進する団体を支援

○食育に関するイベントを開

　催

目標の達成に向けて

計
画
の
位
置
づ
け

計
画
期
間

平
成
22
年
度
～
27
年
度
（
6
年
間
）

計画の推進体制（イメージ）

食
育
基
本
法
（
国
）

食
育
推
進
基
本
計
画
（
国
）

夢
未
来
や
ま
が
た
食
育
計
画
（
県
）

白
鷹
町
食
育
推
進
計
画
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①
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け

　

よ
う

②
好
き
嫌
い
せ
ず
な
ん
で
も
食
べ
よ
う

③
日
本
型
食
生
活
で
生
活
習
慣
病
を
予
防

　

し
よ
う

①
食
卓
に
町
内
産
農
産
物
を
利
用
し
よ
う

②
学
校
給
食
に
町
内
産
農
産
物
を
利
用
し

　

よ
う

③
安
全
安
心
な
食
材
を
生
産
・
提
供
し
よ
う

①
地
域
行
事
に
参
加
し
よ
う

②
郷
土
料
理
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う

③
体
験
と
交
流
を
通
し
て
食
文
化
を
学
ぼ
う

④
地
域
行
事
と
郷
土
料
理
を
守
り
伝
え
よ
う

⑤
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
教
育
旅
行
を

　

積
極
的
に
受
け
入
れ
よ
う

①
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
食
事
を
し
よ
う

②
食
事
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
よ
う

③
食
の
体
験
、
農
業
の
体
験
を
通
し
て
食

　

と
農
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
よ
う

④
食
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

し
よ
う

　核家族化や生活様式の多様化とともに、食卓を囲む家族団らんの減少、朝食欠食や栄養の偏った食
事などの食習慣の乱れをはじめ、肥満や生活習慣病の増加、食べ物と生産現場のつながりを実感でき
る場が少なくなり、食に対する感謝の念や伝統ある食文化の伝承も危惧されるなど多くの課題が生じ
ています。これらを4つの目標を掲げて食育を推進していきます。

　計画に対するご意見は、住所・氏名・連絡先（電話番号）を必ず明記のうえ、郵便はがき、ＦＡＸ、電子
メールなどでお寄せください。３月26日（金）必着でお願いします。

●計画（案）公開場所　産業振興課窓口（役場２階）、中央公民館、町ホームページ
■問い合わせ　　　　産業振興課農業振興係　☎85－6127　FAX85－2128
　　　　　　　　　　e-mail :sangyou@so.town.shirataka.yamagata.jp

食
に
�
る

　

健
康
�
く
り

①
地
産
地
消
と

安
全
安
心
な
食

②
食
文
化
の
継
承

③
食
の
楽
し
�
と

　
　

感
謝
の
心

④

具
体
的
目
標

基
本
目
標

豊かな自然と農ある暮らしに感謝し、すこやかな心と体を

育み、笑顔かがやき、未来をつなぐ食文化のまち

健
康
な
心
と

　

体
を
育
て
る

　
　

三
度
の
食
事

つ
く
っ
て
よ
ろ
こ
び
、

　

食
べ
て
安
心
、

　
　

白
鷹
の
食

体
験
と
交
流
で

　

伝
え
よ
う

　
　

白
鷹
の
食
文
化

一
日
一
回
、

　

家
族
み
ん
な
で

　
　

楽
し
い
食
事

�
�
�
�
�

背　景

食育のめざす姿

　自然の恵み、生産に携わる人々に感謝し、白鷹の地で育まれた豊かな食で、町民みんなが

健康で笑顔で暮らせるまちをめざします。そして、先人の知恵を大切にし、郷土愛を育み、

白鷹の食文化を次世代に継承していきます。
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長
年
の
願
い
・
・
・

　

荒
砥
橋
架
け
替
え（
長
井
白
鷹
線
）が
山
形
県
道
路
中
期
計
画（
案
）掲
載
へ

荒
砥
橋
の
現
状

（
計
画
策
定
の
理
由
）

　

荒
砥
橋
は
最
上
川
を
挟
ん
だ
東

西
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
安
心

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
必
要
な
生
活
幹
線
道
路

で
あ
る
と
と
も
に
、
県
都
村
山
地

域
と
広
域
に
結
ぶ
幹
線
道
路
と
し

て
町
民
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
橋

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昭

和
32
年
の
架
橋
か
ら
50
年
以
上
が

経
過
し
、
幅
員
が
５
・
７
㍍
と
狭

く
、
大
型
車
同
士
の
す
れ
違
い
も

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
は
積
雪
に
よ
り

幅
員
は
さ
ら
に
狭
く
な
り
、
特
に

除
雪
作
業
時
な
ど
は
大
き
な
渋
滞

が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

荒
砥
橋
架
け
替
え
が
町
な
ど
に

与
え
る
効
果

　

橋
の
拡
幅
な
ど
に
よ
り
安
全
の

確
保
と
川
西
・
川
東
両
地
区
の
地

域
間
連
携
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
渋
滞
緩
和
に
よ
る
通
過
時
間

の
短
縮
及
び
置
賜
花
回
廊
ル
ー
ト

な
ど
観
光
面
で
期
待
で
き
、
米
沢

地
域
と
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
の
整

備
に
も
は
ず
み
が
つ
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

荒
砥
橋
架
け
替
え
計
画
に
つ
い
て

　

県
道
路
中
期
計
画
は
、
平
成
21

年
か
ら
30
年
ま
で
の
10
年
間
を
対

象
に
し
た
計
画
で
、
そ
の
期
間
内

に
県
民
な
ど
の
意
見
を
幅
広
く
聴

き
、
社
会
情
勢
や
財
政
事
情
な
ど

も
踏
ま
え
た
う
え
で
計
画
が
進
め

ら
れ
る
予
定
で
す
。

今
後
の
取
組
み

　

こ
れ
ま
で
、
新
荒
砥
橋
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
か
ら
多
大
な
る
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
よ
う
や
く
今
回

の
掲
載
に
至
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
今
後
も
同
盟
会
と
協
力

し
な
が
ら
、
荒
砥
橋
の
架
け
替
え

の
早
期
実
現
に
向
け
て
強
く
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

◆
県
で
は
、
現
在
「
山
形
県
道
路

中
期
計
画（
案
）」
に
対
す
る
意
見

募
集
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
19
日

（
金
）
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

県
へ
の
意
見
書
の
様
式
、
提
出
方

法
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課

管
理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

�
月
�
ら　

ご
�
袋
が
変
�
り
ま
す
！

　

こ
の
た
び
、
県
が
作
成
し
た
県
道
路
中
期
計
画
（
案
）「
山
形

の
み
ち
し
る
べ
２
０
１
８
」
が
公
表
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち
町
民
の

願
い
で
あ
っ
た
荒
砥
橋
の
架
け
替
え
（
長
井
白
鷹
線
）
が
代
表
事

例
と
し
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

荒砥橋のこれまでの整備状況など

○昭和32年…架橋（設置）
○平成３年…歩道橋整備
○平成５～６年…床板補修
　（幅員5.5㍍から5.7㍍へ拡幅）
○平成18 ～ 21年度…各種調査業務
　（橋梁の構造、幅員、交通量など、架替
　の必要性について調査業務を実施） 大型車がすれ違うのも困難

早期架け替えが期待される荒砥橋



種　　類
現在 改定後

容量 料金 容量 料金

もやせるもの
（可燃ごみ）

赤　色

大 25 ㍑ 40 円 30 ㍑ 50 円

小 14 ㍑ 25 円 20 ㍑ 35 円

もやせないもの
（不燃ごみ）

緑　色

大 36 ㍑ 40 円 45 ㍑ 50 円

小 21 ㍑ 25 円 30 ㍑ 35 円

資源
（プラ ・ ペット）

オレンジ色

大 36 ㍑ 40 円 45 ㍑ 40 円

小 21 ㍑ 25 円 30 ㍑ 25 円
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千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く

り
え
い
と
工
房
で
は
、
循
環
型
社

会
形
成
に
資
す
る
た
め
、
粗
大
ご

み
と
し
て
搬
入
さ
れ
た
自
転
車
や

家
具
を
修
理
再
生
し
、
期
間
を
定

め
て
展
示
及
び
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。
置
賜
在
住
の
か
た
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
く
り
え
い
と
工
房
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
提
供
品　

自
転
車
、
家
具
な
ど

▼
応
募
方
法　

備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
よ
る

▼
時
間　

日
曜
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

▼
料
金　

無
料

■
第
１
回
（
４
・
５
月
期
）

・
展
示
期
間　

４
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
５
月
８
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

５
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

・
引
取
期
限　

５
月
22
日
（
土
）

■
第
２
回
（
６
・
７
月
期
）

・
展
示
期
間　

６
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
７
月
３
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

７
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

・
引
取
期
限　

７
月
17
日
（
土
）

　

形
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
店
頭
で
新
し
い
ご
み
袋
（
レ

ジ
袋
タ
イ
プ
）
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
新
た
な
ご
み

袋
は
、
み
な
さ
ん
の
要
望
を
取
り
入
れ
、「
持
ち
手
」

と
「
マ
チ
」
を
付
け
結
び
や
す
く
持
ち
運
び
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

＜現在のもの（可燃ごみ）＞ ＜新しいもの（可燃ごみ）＞

　

今
ま
で
の
ご
み
袋
も
使
え
ま
す

　

ご
家
庭
で
お
持
ち
の
現
在
の
ご
み
袋
（
平
袋

タ
イ
プ
）
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
期
限
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
ご
み
袋
と
の
交
換
や

引
き
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
使
い
残
し
の

な
い
よ
う
計
画
的
に
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ごみ袋料金表
　

ご
み
袋
の
大
き
さ
見
直
し
と
、
資
源
袋
を
除

い
た
ご
み
袋
の
料
金
が
左
の
表
の
よ
う
に
改
定

に
な
り
ま
す
。
資
源
袋
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
促

進
を
図
る
た
め
、
袋
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、

料
金
は
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。
限
り
あ
る
資

源
を
大
切
に
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ごみ袋に関する問い合わせ
　　町民課くらし環境係（☎85－6131）、　置賜広域行政事務組合総務課施設係（☎0238－23－3246）

これまでよりも

　「持ち手」と「マチ」が付いて

　　使いやすくなります！

＜現在のもの（可燃ごみ）＞＜現在のもの（可燃ごみ）＞

「持ち手」と「マチ」が付いて

　　

＜新しいもの＜新しいもの（（可燃ごみ可燃ごみ

�
月
�
ら　

ご
�
袋
が
変
�
り
ま
す
！

■
第
３
回
（
８
・
９
月
期
）

・
展
示
期
間　

８
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
９
月
４
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

９
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

・
引
取
期
限　

９
月
18
日
（
土
）

■
第
４
回
（
10
～
12
月
期
）

・
展
示
期
間　

10
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
12
月
４
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

12
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

・
引
取
期
限　

12
月
18
日
（
土
）

※
１
回
の
展
示
で
、
置
賜
在
住
の

　

か
た
で
１
世
帯
に
つ
き
自
転
車

　

・
家
具
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ま
で
申

　

込
み
が
で
き
ま
す
。
１
世
帯
で

　

複
数
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合

　

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
１
点
に
複
数
申
込
み
が
あ
っ
た

　

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
す
る
際
に
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

　

ど
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

施

設
第
２
係
（
☎
０
２
３
８

－

57

－

４
０
０
４
）

平
成
22
年
度　

く
り
え
い
と
工
房

再
生
品
の
提
供
に
つ
い
て
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将
来
�
夢
実
現
�

�

荒
砥
高
校
職
場
体
験
発
表
会

　２月６日、パワーセンターで荒砥高校職
場体験学習発表会が行われました。昨年９
月の３日間、２年生55人が町内の30事業所
に分かれて職場体験を行い、当日は受け入
れた事業所の代表のかたも見守るなか、自
分たちで作成した資料をスクリーンに映し
出して発表しました。高校生は、体験を通
して感じたことや分かったこと、今後の学
校生活や社会人へ向けて自分が取り組むべ
きことなどをそれぞれに話していました。

　２月６日、山狭の里交流広場で「十王雪
まつり」が行われました。地区内の３組の
カップルによりメインキャンドルに灯り
が灯され、幻想的な雰囲気の中、お祭りが
スタート。恒例となった６地区対抗の雑煮
合戦が開催され、氷点下と寒い中でしたが、
集まった住民の皆さんは真冬の雑煮を楽し
んでいました。結果、上野地区の雑煮が２
連覇を果たし、この日の十王地区は、ぽか
ぽかあったかい一夜となりました。

雑
煮
�
身
体
�
芯
�
�
�
�
�
�
�

�

十
王
雪
�
�
�

冬
�
新
�
�
遊
�
�
開
拓

�

雪
中
�
�
�
�
�
�
大
会

　２月28日、山口地区内の羽黒農村パーク
ゴルフ場で、雪中パークゴルフ大会が行わ
れました。山口地域協議会が主催し、地元
のかたなど約80人が参加しました。雪国
ならではの雪を活用した地域おこし事業で、
１㍍近い積雪があるなか、参加者は雪に足
を取られながらも楽しそうにプレーしてい
ました。雪の中でのパークゴルフは北海道
などの一部では行われていますが、東北地
区では初めての試みということです。

　２月３日、蚕桑小学校において白鷹土地
改良区による出前授業が行われました。今
回の授業は、稲わらの昔と今の役割につ
いて学習するもので、５年生の児童たちは、
かつて、稲わらが「わらじ」や「みの」な
どの生活用具を作る材料として利用され日
常生活に欠かせないものであったことを学
ぶとともに、地元のかたがたの指導を受け
ながら「縄ない」を体験し、先人の苦労と
知恵を肌で感じた様子でした。

昔
�
生
活
�
肌
�
感
�
�
�
�

�

縄
�
�
体
験

福
祉
施
設
へ
車
い
す
を
寄
贈

　
　
　
　

東
根
小
学
校
児
童
会

　

２
月
26
日
、
東
根
小
学
校
か
ら
、

ふ
れ
あ
い
の
里
（
菅
原
純
一
施
設

長
）
に
車
い
す
１
台
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
は
、

東
根
小
学
校
児
童
会
の
環
境
委
員

会
が
中
心
と
な
り
、
全
児
童
が
協

力
し
て
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
ア
ル
ミ

缶
を
集
め
て
準
備
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
ふ
れ
あ
い
の
里
の
菅

原
施
設
長
な
ど
３
人
が
小
学
校
を

訪
問
し
、
環
境
委
員
長
の
小
形
駿

一
く
ん
か
ら
車
い
す
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
東
根
小
学
校
で
は
昨
年

度
か
ら
同
様
の
取
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
昨
年
度
も
ふ
れ
あ
い
の
里

に
シ
ル
バ
ー
カ
ー
２
台
が
贈
ら
れ

て
い
ま
す
。
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第
22
期
十
王
囲
碁
名
人
戦
結
果

　

２
月
11
日　

十
王
地
区
公
民
館

※
○
内
数
字
は
順
位

①
平
吹
晴
彦
・
五
段
（
南
陽
市
）

②
大
滝
俊
彦
・
五
段
（
中
山
）

③
柳
澤　

馨
・
五
段
（
米
沢
市
）

④
佐
藤
有
弘
・
三
段
（
南
陽
市
）

⑤
五
十
峯
隆
・
五
段
（
十
王
）

⑥
竹
田
嘉
正
・
四
段
（
荒
砥
乙
）

森
林
資
源
�
見
直
�

�

炭
焼
�
体
験
会

　２月６日、西置賜ふるさと森林組合炭焼
き小屋（パレス松風手前）で炭焼き体験会
が行われ、町内外から約30人の親子が参加
し、窯入れや窯出しなどの作業を行いまし
た。ドラム缶窯と白炭窯の２つの方法によ
る炭焼き体験でしたが、ほとんどのかたが
初めての作業で、「えぶり」という道具を使
って窯出しするときなどは、子どもたちは
熱さに耐えながら真剣な眼差しで取り組ん
でいました。

　２月26日、蚕桑小学校の３・４年生の児
童を対象にアウトリーチコンサートが行わ
れました。今回小学校を訪問したのは上杉
文化財団の伊藤さんと皆川さん。それぞれ
マリンバとピアノの奏者で、楽器の歴史や
仕組みなどを説明し、７曲の演奏を披露し
てくれました。児童たちの合唱曲「この星
に生まれて」に合わせた演奏も行われ、音
楽室には澄んだ歌声ときれいな伴奏が流れ
ていました。

生
�
音
楽
�
身
近
�
体
感

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

親
子
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
駄
菓
子
屋
�
�
来
店

　２月９日、山形鉄道の野村浩志社長がひ
がしね保育園を訪れ、なつかしの駄菓子屋
ごっこを行いました。当日は、園児とその
保護者など約90人が参加し、自分たちで作
った紙のお金で好きな駄菓子を買っていま
した。また、長井線のマップなどを手掛け
るイラストレーターも一緒に保育園を訪れ、
園児たちにフラワー長井線の特徴を伝えな
がら、お絵描きなどをして楽しいひと時を
過ごしていました。

狐
越
街
道
今
昔
も
の
が
�
り

�
ッ
プ
完
成

　

荒
砥
駅
か
ら
の
マ
ッ
プ
第
２
弾

と
し
て
、
中
山
ま
で
の
古
地
図

（
享
保
11
年
）
入
り
の
マ
ッ
プ
が

完
成
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の
か
た

は
、
荒
砥
駅
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

期間：３月～５月末まで

※
同
時
開
催
「
花
咲
く
狐
越
街
道
写
真
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真　

平
間　

孝　

氏

荒砥駅前交流施設資料館
展示品を模様替えしました



■タイムスケジュール

10 ： 10 ～ 10 ： 30 代吉と割木山 （紙芝居）

10 ： 35 ～ 11 ： 05 トムソーヤの冒険 （ＶＴＲ）

11 ： 10 ～ 12 ： 00 まんが日本昔ばなし （ＶＴＲ）

13 ： 00 ～ 13 ： 20
紅の里より～神様からのおくりもの
（紙芝居）

13 ： 30 ～ 14 ： 00 あらいぐまラスカル （ＶＴＲ）

■タイムスケジュール

10 ： 10 ～ 11 ： 00 深山和紙 （ＶＴＲ）

11 ： 10 ～ 12 ： 00 しらたかの食文化 （ＶＴＲ）

13 ： 30 ～ 14 ： 20
綾小路きみまろ爆笑！エキサイトライ
ブ （ＤＶＤ）
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�
り
革
�
ー
�
ー
募
集

地
域
み
ん
な
で

　
　
　

長
井
線
を
応
援
し
よ
う
！

　

山
形
鉄
道
で
は
、
列
車
内
の
つ

り
革
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
み
、

１
年
間
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
た

だ
く
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ナ
ー
「
つ
り

革
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
デ
ザ
イ
ン

「
今
日
も
元
気
に
フ
ラ
ワ
ー
で
！
」

部
分
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
枠
と
な
り
ま

す
。

▼
メ
ッ
セ
ー
ジ
枠　

両
面
（
た
て

２
㌢
×
よ
こ
７
㌢
）

▼
募
集
内
容　

メ
ッ
セ
ー
ジ
枠
に
、

お
名
前
（
企
業
名
）・
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
記
入
し
１
年
間
運
行
し
ま
す
。

文
面
は
両
面
同
じ
で
文
字
数
は
20

文
字
以
内
と
し
ま
す
。
色
は
３
色

ま
で
と
し
、
黒
・
赤
・
青
。

字
体
は
ゴ
シ
ッ
ク
文
字
。

※
た
だ
し
、
マ
ー
ク
、
ロ
ゴ
、
絵

　

柄
、
写
真
な
ど
の
特
殊
図
柄
の

　

ご
要
望
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼
募
集
本
数　

２
２
５
本

※
募
集
本
数
に
到
達
次
第
終
了
し

　

ま
す
。

▼
設
置
車
両

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
７
両

※
設
置
車
両
、
設
置
場
所
は
山
形

　

鉄
道
で
決
定
し
ま
す
。

※
設
置
期
間
中
は
文
面
の
変
更
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

▼
オ
ー
ナ
ー
入
会
金

　

１
本　

５
０
０
０
円

※
入
会
後
の
入
会
金
に
つ
い
て
は

　

い
か
な
る
場
合
も
お
返
し
で
き

　

ま
せ
ん
。

▼
オ
ー
ナ
ー
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

▼
特
典

①
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
片
道
１
回
無

　

料
乗
車
券
２
枚
進
呈

②
つ
り
革
オ
ー
ナ
ー
会
員
証

▼
申
込
方
法　

指
定
の
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
入
会
金
を
添
え
て

申
込
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
山
形
鉄
道
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　

き
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

山
形
鉄
道
（
☎
88

－

２
０
０
２
）

荒
砥
駅
（
☎
85

－

２
０
１
６
）

春休み

　中央公民館初の企画！！
　いま話題の「だがし屋」から「だべりんぐ喫茶コ
ーナー」まで…。
　子どもから大人まで自由に参加でき ｢ 交 ｣ 流でき
る場づくりとして行う「おまつり」です。

●イベント内容

☆なつ菓子商店【ロビー】

　山形鉄道社長の「なつ菓子商店」が、いろんなお
菓子をとりそろえ、皆さんをお待ちしております。
※みんな「おこづかい」をもってきてね。

☆野村浩志鉄道絵画展【ロビー】

　野村浩志さんが描きためた全国のローカル鉄道の
絵画を展示します。

☆久ちゃんとよっちゃんの科学教室【大会議室】

・午前10時30分～ 11時20分
　「白鷹のでんじろう」こと、久ちゃんとよっちゃ
んの二人が、科学のおもしろさをみんなに教えてく
れます。当日は「光の科学」と「空気の科学」です。

☆だれでも囲碁・将棋教室【第１・２（３）研修室】

　町内の囲碁・将棋の名人がみんなの挑戦を待って
います。もちろん、初心者には囲碁・将棋のやり方
から教えてくれますので、気軽に参加してください。
※名人同士の対戦は第３研修室でどうぞ ！

☆ビデオ・紙芝居上映会【いこいの間】

・午前10時10分～午後２時
　ビデオは子ども向けアニメ、紙芝居は今年置賜の
コンクールで「特選」を受賞した手作り作品です。

☆だべりんぐ喫茶コーナー【文化実習室】

　「なつ菓子商店」でお菓子を買って、お茶するの
は最高！また、喫茶コーナーで上映する次のビデオ
もおすすめ！お気軽にお立ち寄りください。

☆ヤマラク売店【ロビー】
　㈱ヤマラクフーズさんから先着100人に牛乳プレ
ゼント！（小学生以下）
※売店もぜひご利用ください。（おにぎり、飲物など
　もあります。）

ちゅーおー　交
こ う

　民
み ん

館
か ん

まつり
▼期日　３月20日（土）※春休み初日

▼時間　午前10時～午後３時30分

▼場所　白鷹町中央公民館

メッセージの一例
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大　回　転
順位 氏名 所属 タイム

小学 3 年以下男子
1 関　　日向 荒砥小 3 年 31''96
2 大沼　亮輔 鮎貝小 2 年 32''07
3 塚田　凜聖 荒砥小 3 年 32''11
4 大滝　海斗 鷹山小 2 年 33''57
5 髙田真亜稀 鷹山小 3 年 33''76
6 今　　躍作 鮎貝小 3 年 34''41

小学 3 年以下女子
1 伊藤　　菫 荒砥小 3 年 32''84
2 海老名美来 鷹山小 2 年 33''09
3 髙橋　佳蓮 荒砥小 2 年 33''13
4 長澤　　桃 蚕桑小 3 年 33''29
5 芳賀美優花 鮎貝小 3 年 33''32
6 大滝　夏希 荒砥小 3 年 34''04

小学 4 年男子
1 海老名春来 鷹山小 38''96
2 海老名　快 鷹山小 41''46
3 山川　喜輝 鷹山小 43''19
4 新野　友介 蚕桑小 43''80
5 後藤　悠汰 荒砥小 44''38
6 松岡伽威亜 荒砥小 44''51

小学 4 年女子
1 青木　菜々 荒砥小 40''58
2 竹田　汐里 鷹山小 46''26
3 小林　果穂 蚕桑小 46''50
4 田苗　雛子 蚕桑小 48''01
5 佐藤　美空 鷹山小 48''64
6 小林咲里菜 鷹山小 49''19

小学 5 年男子
1 丸川　　瑠 鷹山小 25''21
2 佐藤　　陸 鮎貝小 27''35
3 海老名大陸 鮎貝小 27''55
4 橋本　理輝 荒砥小 28''36
5 伊藤　　巧 東根小 29''22
6 大滝　達徳 蚕桑小 29''51

小学 5 年女子
1 横山れのん 荒砥小 42''38
2 五十嵐千華 蚕桑小 47''95
3 丸川恵理花 蚕桑小 49''31
4 岩崎　好香 荒砥小 49''46
5 海老名毬絵 鷹山小 49''94
6 長谷部　慧 蚕桑小 51''63

小学６年男子
1 小形　瞭真 東根小 25''12
2 長岡　拓海 鮎貝小 26''10
3 梅津　宏紀 東根小 26''51
4 菅原　宏大 荒砥小 27''09
5 小関　忠寛 鷹山小 27''38
6 安達　健斗 鷹山小 27''81

小学６年女子
1 伊藤　　陽 荒砥小 39''80
2 樋口　香菜 鮎貝小 44''26
3 紺野　瑞穂 東根小 45''22
4 新野　聡子 蚕桑小 47''58
5 小松　朱璃 荒砥小 48''42
6 大貫　桃子 荒砥小 49''01

中学男子
1 丸川　　丞 東中 1 年 24''52
2 吉村　昂訓 西中 1 年 25''42
3 渡部　功将 西中 2 年 25''52

中学女子
1 山口　彩夏 西中 2 年 26''22
2 新野　由佳 西中 2 年 29''06

壮年男子
1 大木　健一 中　山 26''40
2 安部　　進 下　山 27''27
3 今野　義則 横田尻 27''36

成年男子
1 海老名智之 滝　野 26''69
2 小林　茂樹 横田尻 27''10
3 岡部　健史 山　口 27''19

一般女子
1 片山明日香 高　玉 30''31
2 山口　眞衣 黒　鴨 31''94

回　　転
順位 氏名 所属 タイム

中学男子
1 丸川　　丞 東中 1 年 1'07''01
2 吉村　昂訓 西中 1 年 1'14''04
3 渡部　功将 西中 2 年 1'15''77

中学女子
1 山口　彩夏 西中 2 年 1'18''12
2 新野　由佳 西中 2 年 1'25''68

壮年男子
1 川村　宗一 菖　蒲 1'08''03
2 佐藤　康寛 山　口 1'08''77
3 安部　　進 下　山 1'15''95

成年男子
1 海老名　洋 滝　野 1'04''06
2 丸川　幸浩 萩　野 1'08''47
3 伊藤　　靖 荒　砥 1'09''32

一般女子
１ 山口　眞衣 黒　鴨 1'29''62

クロスカントリー
順位 氏名 所属 タイム

小学 3 年以下男子
1 加藤　北斗 鷹山小 3 年 5'05
2 髙田真亜稀 鷹山小 3 年 5'07
3 大滝　海斗 鷹山小 2 年 5'59
4 今　　躍作 鮎貝小 3 年 6'53
5 安部　皓陽 東根小 3 年 7'36
6 茨木　天真 荒砥小 3 年 7'43

小学 3 年以下女子
1 梅津　芽依 鷹山小 3 年 5'38
2 海老名美来 鷹山小 2 年 6'58
3 今野璃夏子 鷹山小 2 年 7'20
4 小澤　　萌 蚕桑小 3 年 7'41
5 大滝　夏希 荒砥小 3 年 8'05
6 國谷　莉那 鷹山小 2 年 8'21

小学 4 年男子
1 海老名春来 鷹山小 4'20
2 今野　稔真 鷹山小 5'03
3 山川　喜輝 鷹山小 5'22
4 松岡伽威亜 荒砥小 5'25
5 海老名　快 鷹山小 5'33
6 後藤　悠汰 荒砥小 5'34

小学 4 年女子
1 小林　果穂 蚕桑小 4'45
2 小林咲里菜 鷹山小 5'28
3 村上　沙羅 東根小 5'39
4 竹田　汐里 鷹山小 5'46
5 佐藤　美空 鷹山小 6'05
6 片倉　愛美 蚕桑小 6'46

小学 5 年男子
1 丸川　　瑠 鷹山小 6'13
2 加藤　南斗 鷹山小 6'50
3 佐藤　　陸 鮎貝小 6'52
4 齋藤　祐介 荒砥小 6'55
5 新野　右京 蚕桑小 6'57
6 吉田　桐麻 鷹山小 7'13

小学 5 年女子
1 横山れのん 荒砥小 7'08
2 海老名毬絵 鷹山小 7'54
3 大嶋恵利歌 蚕桑小 9'33

小学 6 年男子
1 小林　聖哉 鷹山小 5'50
2 原田　　航 鮎貝小 6'01
3 小関　忠寛 鷹山小 6'13
3 竹田　裕道 鷹山小 6'13
5 渋谷　　純 蚕桑小 6'15
6 村上　魁人 東根小 6'17

小学 6 年女子
1 安達　愛羅 鷹山小 7'28
2 長谷部陽香 鮎貝小 7'36
3 竹田　香澄 鷹山小 7'50
4 齋藤　　恵 鷹山小 8'21
5 新野　聡子 蚕桑小 8'54
6 小松　朱璃 荒砥小 9'02

第38回白鷹町民・白鷹町小中学校スキー大会の結果
２月21日／白鷹町営スキー場 ※単位　1'23"45 ＝ 1 分 23 秒 45

入賞された皆さん、おめでとうございます！
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平成22年度
『移動年金相談日』のごあんない
　〈相談日〉　　　　　　　　　　　　

　　
　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　　午後１時～１時30分
　●開始時刻　午前10時～、午後１時～
　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）
　※会場は都合により館内別室になる場合があり　
　　ます。ロビーの案内板をご確認ください。
　●内　　容　年金のことならなんでも
　■主　　催　米沢社会保険事務所
　　　　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

平成22年 ４月28日（水）
５月26日（水）
６月23日（水）

二�

�

�

十
歳
�
�
�
�
�
国
民
年
金

学
生
�
�
�
�
�
�

�
学
生
納
付
特
例
申
請
�

　

学
生
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

本
人
の
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
学
生
は
…

　

大
学
（
大
学
院
）・
短
大
・
高
等

学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
・
各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
１

年
以
上
の
課
程
）
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
で
、
前
年
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
の
か
た
。

�
年
度
途
中
�
20
歳
�
迎
�
�

　

納
付
特
例
�
希
望
�
�
学
生

　

�
�
�
�
20
歳
の
誕
生
日
以

　

降
早
�
�
申
請
�
�
�
�
�

　

�
�

■
手
続
き
は
…

　

住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
の
国

　

民
年
金
担
当
窓
口
に
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書　

　

（
コ
ピ
ー
可
）

・
年
金
手
帳
（
あ
れ
ば
）

・
印
鑑（
本
人
が
署
名
す
れ
ば
不
要
）

☆
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
障
が

　

い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

　

態
が
発
生
し
た
場
合
、
障
害
基

　

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

　

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢

　

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

　

含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

　

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
毎
年
申
請
�
必
要
�
�
�

　

平
成
21
年
度
学
生
納
付
特
例
を

受
け
て
い
て
、
平
成
22
年
度
も
引

き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ

れ
る
学
生
さ
ん
は
、
新
た
に
「
国

民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申

請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
前
年

の
所
得
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
は
４
月
１
日
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

※
今
春
卒
業
予
定
の
皆
さ
ん
へ
…

　

学
生
免
除
の
有
効
期
間
は
３
月

末
日
ま
で
で
す
。
引
き
続
き
第
１

号
被
保
険
者
で
保
険
料
納
付
が
困

難
な
か
た
は
、
免
除
制
度
・
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
平
成
22
年
度
の
一
般
免
除

の
受
付
開
始
は
７
月
１
日
か
ら
と

な
り
ま
す
の
で
、
４
月
か
ら
６
月

ま
で
の
３
カ
月
分
は
平
成
21
年
度

の
一
般
免
除
手
続
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

�
月
�
�
�

保
険
料
�
変
�
�
�
�

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平

成
17
年
４
月
か
ら
各
年
度
ご

と
、
基
本
額
が
引
き
上
げ
と
な

り
、
平
成
29
年
度
以
後
は
固
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

（
国
民
年
金
法
第
87
条
第
３
項

関
係
）。

国
民
年
金

�
�
知
�
�

　

日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
満
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か

ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
を
納
め
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

国民年金保険料は、
14,660円（21年度）に440円加算となり、

21年４月より15,100円となります。
（年間の納付額は181,200円）
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国民年金に関するお問い合わせは

町民課戸籍年金係
（☎85－6129）まで

国民年金を通して考え
てみませんか、自分の
将来のこと。

ネッキーでした！

●軽自動車の廃車・名義変更について

　軽自動車税は、４月１日現在で所有してい
る軽自動車など（原動機付自転車、軽自動車、
小型特殊自動車及び二輪の小型自動車）に対
して、その所有者に課税されます。そのため、
平成22年３月末までに廃車・名義変更の手続
きをすると、平成22年度軽自動車税は課税さ
れません。今後使用する予定のない軽自動車
などの廃車、名義変更手続きは３月中にお済
ませください。

●車両の種類と手続き場所

▼原動機付自転車（125ＣＣ以下のバイク）
　及び小型特殊自動車（農耕用を含む）
…町役場税務出納課（４番受付）
　　　税務出納課町民税係（☎85－6132）
▼軽二輪（126～250ＣＣ未満のバイク）及び
　軽三輪及び軽四輪
…最寄りの軽自動車協会
　（長井の西置賜自動車会館など）
　　　西置賜自動車会館（☎84－1327）
▼二輪の小型自動車（250ＣＣ以上のバイク）
　及び旧大型特殊（農耕用）
…最寄りの運輸局・運輸支局
　（山形市の東北運輸局山形運輸支局など）
　　　山形運輸支局（☎023－686－4711）
　　　西置賜自動車会館（☎84－1327）
※持参するものなど詳しくは、お問い合わせ
　ください。

●軽自動車税の減免について　　

　身体などに障がいのあるかたの軽自動車税
の減免は毎年申請が必要です。22年度の申請
期間は、納付書発送後から５月24日（納期限
の７日前）までです。
　ただし、障がいの種類や等級により該当に
ならない場合もありますので、詳しくは税務
出納課町民税係までお問い合わせください。

　　　申請の際にお持ちいただくもの
　　①身体障害者手帳　　　②免許証
　　③軽自動車税の納付書　④印鑑

問い合わせ
税務出納課　町民税係

☎85－6132

軽自動車の手続き

税務出納課町民税係よりお知らせ

平成22年度の国民年金の保険料は

月額15,100円

　国民年金の保険料は、平成29年度まで毎年度引き上げ
られることになっていて、平成22年度の保険料は月額
15,100円となっています。毎月の保険料は、厚生労働省
から毎年４月の上旬に送られてくる１年分の ｢ 納付書 ｣ に
よって翌月の末日までに納めます。
　窓口は、金融機関 ( ゆうちょ銀行を含む ) またはコンビ
ニエンスストアとなっています。また、ほとんどの金融機
関で口座振替もできます。

有利な前納割引制度
　保険料は、１年分または６カ月分など、定められた月数
分について、前納すると割引になります。
　例えば、平成22年度の１年分の保険料を現金で前納する
と177,980円で、年間3,220円（1.8％）の割引になりま
す。これを口座振替によって前納すると177,400円で、さ
らに有利な年間3,800円（2.1％）の割引になります。ま
た、月々の保険料を ｢ 口座振替の早割 ｣ で１カ月早めて納
付すると年間600円（月額50円）の割引になります。
　なお、平成22年度の一部納付（一部免除）の保険料は、
４分の３納付で11,330円、半額納付で7,550円、４分の１
納付で3,780円となっていますが、この一部納付について
も前納制度が設けられています。
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白鷹町の元気100歳
「
や
ま
が
た
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
を

　

対
象
年
齢
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
し
て
実
施
さ
れ
ま
す

　

県
と
市
町
村
で
は
、
企
業
・
店
舗
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
平

成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
３
カ
年
事
業
と
し
て
、﹁
や
ま
が
た
子
育
て

応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
﹂
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
以
降
も
対

象
年
齢
を
拡
大
し
、
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
や
ま
が
た
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」概
要

　

協
賛
し
て
い
る
企
業
や
店
舗
（
協
賛
店
）
で
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
■
網
掛
け
部
分
が
変
更

点
で
す
。

これまで

事業主体 県 ・ 市町村

実施期間 平成 19 年 10 月～
平成 22 年３月

対　　　象 妊婦及び未就学児のいる家庭

カードの交付 　世帯に１枚

登録タイプ 　特になし

これから

事業主体 県 ・ 市町村

実施期間 平成 22 年４月～
平成 27 年３月

対　　　象 妊婦及び小学校６年生までの
子どものいる家庭

カードの交付 　子ども１人につき１枚

登録タイプ 　２つの登録タイプを設定 （☆）

☆２つの登録タイプとは？

子育てに優しいサービスを提供
・ キッズルームの設置
・ トイレの貸し出し
・ ミルクのお湯の提供など

特典・割引サービスを提供
・ 料金の割引
・ ポイントアップ
・ 景品や飲み物などのサービスなど

４
月
以
降
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
特
典
・
割
引
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

◇
協
同
組
合
ゆ
ー
し
ー
る
加
盟
店

　

パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
提
示
で
お

　

買
い
物
の
お
客
様
へ
1
ポ
イ
ン

　

ト
以
上
進
呈

︻
蚕
桑
地
区
︼
�
菅
酒
店
�
信
夫

屋
商
店
●
田
中
屋
商
店
●
丸
川
燃

料
店
●
�
�
�
�
�
�
�
商
店

︻
鮎
貝
地
区
︼
●
青
木
薬
店
●
青

木
酒
店
●
�
�
�
�
●
�
�
� 

鈴
木
商
店
●
柏
屋
商
店
●
加
藤
精

肉
店
●
小
口
商
店
●
渋
谷
酒
店

●
�
�
の
●
原
田
�
�
�
店
●
ミ

�
�
�
�
白
鷹
出
張
所
●
迎
田
商

店
●
�
�
�
魚
店
●
�
�
�
�
商

店︻
荒
砥
地
区
︼
●
�
�
�
�
薬
局

●
�
�
�
菓
子
舗
●
小
角
薬
局
●

�
ク
上
山
口
商
店
●
金
田
花
店
●

手
芸
の
店
�
�
�
�
●
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
●
�
�
�
�
�

�
�
�
●
須
貝
�
�
�
●
菅
原
写

真
館
�
�
イ
�
ト
進
呈
の
�
�
�

�
�
�
歳
の
お
子
�
�
の
写
真
代

�
�
�
�
�
円
値
引
�
�
●
�
�

�
店
内
�
�
�
�
●
大
三
燃
料
店

●
�
�
�
�
●
�
�
イ
�
�
�
レ

�
ト
�
�
美
寿
�
●
�
�
�
家
具

店
●
�
イ
�
�
�
ト
�
�
�
�
●

芳
賀
薬
局
●
芳
賀
輪
店
�
橋
本
産

業
白
鷹
出
張
所
●
花
専
科
●
�
�

�
�
イ
�
�
�
�
イ
�
ト
進
呈
の

�
�
�
�
万
円
以
上
お
買
�
上
�

の
お
客
�
�
�
粗
品
�
レ
�
�
ト
�

小
�
�
お
子
�
�
�
遊
�
�
�
�

�
�
�
お
�
�
�
�
置
�
�
�
�

�
��
●
�
�
�
●
美
容
室
友
●

美
容
室
�
�
�
�
�
●
広
川
商
店

●
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

●
�
�
�
�
�
�
�
�
お
お
�
●

保
科
酒
店
●
丸
川
肉
店
●
�
ル
�

�
●
ミ
�
�
美
容
室
●
�
�
�
�

�
●
�
�
�
菓
子
舗
●
�
�
�
菓

子
舗
�
�
�
店
●
�
�
�
�
�
�

ト
�
�
�
●
和
菓
子
�
�
�
�

︻
十
王
地
区
︼

●
�
�
�
�
堂
●
佐
藤
燃
料
店
●

十
王
調
剤
薬
局
●
中
村
屋

︻
鷹
山
地
区
︼

●
�
�
�
高
田
商
店
●
�
�
長
高

田
商
店
●
佐
藤
酒
店
●
�
イ
�
ル

商
店
●
�
�
�
商
店

︻
東
根
地
区
︼

●
岡
田
商
店
●
�
�
�
�
�
�
�

●
菅
原
商
店
●
総
合
衣
料
�
�
�

�
●
松
本
商
店
●
吉
田
屋

町
内
�
協
賛
店
及
�
�
�
�
�
内
容
�
紹
介
�
�
�
�

�
�
月
�
日
現
在
�

※「ほのぼの店」「とくとく店」と記載したシールを協賛店の店頭に掲示してあるステッカーに貼ってご案内します。
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◆
あ
ゆ
茶
屋

　

食
事
を
さ
れ
る
か
た
に
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
（
ご
注
文
の

際
に
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
ご
提

示
く
だ
さ
い
）

◆
う
さ
ち
ゃ
ん
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
白
鷹
店

　

パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
提
示
で
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
代
30
％
割
引
（
但
し

ジ
ュ
ー
タ
ン
、
着
物
な
ど
の
特
殊

品
除
く
。）

◆
き
ら
や
か
銀
行
（
鮎
貝
支
店
・

荒
砥
支
店
）

　

ロ
ー
ン
金
利
の
優
遇
〈
対
象
商

品
〉
き
ら
や
か
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン

〈
内
容
〉
お
借
入
日
の
店
頭
基
準

金
利
よ
り
１
・
８
７
５
％
を
優
遇

◆
公
文
式
荒
砥
教
室

『
え
ほ
ん
だ
い
す
き
！
～
よ
み
き

か
せ
ガ
イ
ド
～
』
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
白
鷹
店

パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
提
示

で
お
買
上
げ
５
０
０
円
以

上
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
１
個
プ
レ
ゼ
ン

ト
（
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
種
類
は
限

ら
れ
て
い
ま

す
。
ご
希
望

通
り
の
キ

ャ

ラ

ク

タ

ー
で
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

◆
土
里
夢
工
房
宝
思
そ
ば

　

パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
提
示
で
各

メ
ニ
ュ
ー
１
０
０
円
値
引
き

◆
有
限
会
社
ど
り
い
む
農
園

　

パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
提
示
で
来

店
お
買
い
上
げ
の
お
客
様
へ
牛
乳

（
２
０
０
Ｃ
Ｃ
）１
個
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
パ
レ
ス
松
風

　

宿
泊
料
金
の
５
％
を
割
引
（
予

約
時
に
パ
ス
ポ
ー
ト
特
典
利
用
の

旨
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

◆
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
白
鷹
店

　

パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
提
示
で
、

Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
（
３
０
０
円
で
３
０
０

ポ
イ
ン
ト
付
）
を
店
舗
で
お
買
上

げ
で
、
ふ
う
せ
ん
の
詰
め
合
わ
せ

セ
ッ
ト
を
１
個
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
子

育
て
に
優
し
い
設
備
（
ベ
ビ
ー
シ

ー
ト
付
多
目
的
ト
イ
レ
、
お
む
つ

替
え
コ
ー
ナ
ー
、
貸
し
出
し
用
ベ

ビ
ー
カ
ー
ト
）

◆
山
形
銀
行
荒
砥
支
店

　

ロ
ー
ン
の
金
利
優
遇
〈
対
象
商

品
〉
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
、
ご
う
か

く
ロ
ー
ン
、
新
フ
リ
ー
ロ
ー
ン

①
基
準
金
利
よ
り
、
年
０
・
３
％

　

の
優
遇

②
当
行
と
の
お
取
引
状
況
に
応
じ

　

た
ポ
イ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の

　

金
利
優
遇
も
合
わ
せ
て
適
用
し
、

　

最
大
で
年
０
・
９
％
の
金
利
優

　

遇
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

②
子
育
て
に
優
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

◆
サ
ン
ク
ス
白
鷹
店

　

ミ
ル
ク
の
お
湯
の
提
供
・
ト
イ

レ
の
提
供

◆
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
白
鷹
町
荒
砥
店

　

ミ
ル
ク
の
お
湯
の
提
供
・
ト
イ

レ
の
提
供

パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
の
交
付
方
法

　

パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
は
、
保
育

園
、
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
を

通
じ
て
交
付
し
ま
す
。
妊
婦
の
か

た
に
は
、
母
子
手
帳
交
付
時
に
交

付
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
か
た

（
お
子
さ
ん
を
在
宅
で
保
育
し

て
い
る
か
た
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

郵
送
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。
カ
ー

ド
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
さ
れ

た
場
合
は
健
康
福
祉
課
子
育
て
支

援
係
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
交
付
し
た
パ

ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
は
、
す
べ
て
新

し
い
カ
ー
ド
に
更
新
し
ま
す
。
新

し
い
カ
ー
ド
は
４
月
１
日
か
ら
利

用
で
き
ま
す
が
、
カ
ー
ド
の
交
付

は
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
　

（
☎
86

－

０
２
１
２
）

▼対象者
○認定基準に該当する肝臓機能障害のあるかた
○肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施しているかた
▼手続き方法
　申請書、顔写真（たて４㌢×横３㌢、３カ月以内
に撮影したもの）と身体障害者手帳指定医が作成し
た規程の診断書と印鑑を持って健康福祉課福祉係で
手続きしてください。
※申請書と診断書の様式は、健康福祉課福祉係にあ
　ります。
※申請の受付は平成22年２月より開始しています。

【認定基準】
　主として、肝臓機能障害の重症度分類である

Child-Pugh 分類によって判定します。３カ月以上
グレードＣに該当するかたが、概ね身体障害者手帳
の交付対象となります。ただし、診断前の６カ月間
にアルコールを摂取しているかたなどは対象となり
ません。
※ Child-Pugh 分類とは…
　肝性脳症、腹水、血清アルブミン値、プロトロン
　ビン時間、血清総ビリルビン値によって肝臓機能
　障害の重症度を評価します。
※認定基準の詳しい内容は、指定医や主治医の先生
　にご相談ください。
■問い合わせ　
　健康福祉課福祉係（☎86－0111）

　平成22年4月から
肝臓機能障害による身体障害者手帳が交付されます
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２
月
14
日
、
白
鷹
町
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
総

会
、
並
び
に
白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
振

興
懇
談
会
、
体
育
協
会
表
彰
式
が

パ
レ
ス
松
風
を
会
場
に
、
関
係
者

約
１
０
０
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま

し
た
。
ク
ラ
ブ
設
立
総
会
で
は
ク

ラ
ブ
名
を
、
ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た
か

「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」（
ロ
ッ
ク
）
と

し
、
規
約
や
事
業
計
画
が
承
認
さ

れ
、
来
年
度
よ
り
会
員
を
募
集
し

活
動
を
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
平
成
21
年
度
町
体
育

協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
指
導
者
・

競
技
者
と
し
て
す
ば
ら
し
い
成
績

を
収
め
ら
た
か
た
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
記
念
し
、

財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
中
央
企

画
員
で
あ
る
伊
倉
晶
子
氏
よ
り

「
地
域
の
財
産
を
生
か
し
た
﹃
た

ま
り
場
﹄
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
づ
く

り
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

総
合
型

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

　

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
」
の
合
言

葉
の
も
と
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
が
、
身
近
な
地
域
で
ス

ポ
ー
ツ
を
親
し
み
な
が
ら
互
い
に

交
流
を
図
れ
る
、「
地
域
の
集
い

の
場
」
よ
う
な
地
域
密
着
型
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。
22
年
度
は
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し
む

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
や
健
康
づ
く

り
・
趣
味
・
仲
間
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
エ
ン
ジ
ョ
イ
コ
ー
ス
、
競

技
力
向
上
を
目
的
と
し
た
エ
キ
ス

パ
ー
ト
コ
ー
ス
な
ど
の
事
業
を
行

う
予
定
で
す
。
詳
し
い
内
容
及
び

会
員
募
集
に
つ
い
て
は
4
月
ご
ろ

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
の
で
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ゆ
め
ス
ポ
し

ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」
事
務

局
／
教
育
委
員
会
内
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

平
成
21
年
度
白
鷹
町
体
育
協

会
表
彰
者

■
功
労
賞

○
橋
本
吉
明
さ
ん

　

永
年
に
わ
た
り
、
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
平

成
17
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
本
部
長
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
。
ま
た
、
認
定
育
成
員
と
し

て
、
指
導
者
の
育
成
に
貢
献
さ
れ

た
。

■
殊
勲
賞

○
安
達
桂
子
さ
ん

　

（
陸
上
・
富
士
大
学
）

○
鈴
木　

豊
さ
ん

　

（
陸
上
・
山
形
大
学
）

○
山
田
晃
大
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
南
陽
高
校
）

○
江
口　

聡
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

○
酒
井
宏
幸
さ
ん

　

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

○
青
木
涼
平
さ
ん

平
成
21
年
度
白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
懇
談
会

白
鷹
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
�
�
設
立
総
会

設立総会

　

（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
／
南
陽
高
校
）

○
青
木
順
一
さ
ん

　

（
水
泳
／
東
根
小
学
校
）

○
金
田
日
菜
子
さ
ん

　

（
剣
道
／
蚕
桑
小
学
校
）

■
栄
光
賞

○
舩
山
康
太
さ
ん

　

（
ボ
ー
ト
／
東
京
外
国
語
大
）

○
白
鷹
西
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
（
児
玉
聡
太
さ
ん
、鈴
木
将
博
さ

　

ん
、酒
井
駿
吾
さ
ん
、西
村　

宰

　

さ
ん
、梅
津
響
平
さ
ん
、長
岡
恭

　

紫
さ
ん
、五
十
嵐
凌
平
さ
ん
、児

　

玉
祐
太
さ
ん
、丸
川
和
輝
さ
ん
、

　

大
瀧
翔
太
さ
ん
、齋
藤
広
大
さ

　

ん
、槌
谷
裕
司
さ
ん
）

　
　
　
　
　

以
上　

西
中
学
校

粕
漬
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞

　
　

鈴
木
み
ど
り
さ
ん
（
下
山
）

　

２
月
21
日
、
第
36
回
粕
漬
コ
ン

テ
ス
ト
（
株
式
会
社
小
嶋
総
本
店

主
催
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
鈴

木
さ
ん
の
粕
漬
け
が
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
今
回

が
４
年
連
続
の
出
品
で
、
こ
れ
ま

で
銀
賞
１
回
・
金
賞
２
回
を
受
賞

し
て
お
り
、
４
年
連
続
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
の
粕
漬
け
は
、
４
回

ほ
ど
粕
床
を
替
え
、
ま
た
材
料
の

計
量
な
ど
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て

お
い
し
い
も
の
に
仕
上
げ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
出
品
者
の

減
少
な
ど
か
ら
来
年
度
が
最
後
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
な
る
よ
う
で
す
が
、

鈴
木
さ
ん
は
来
年
度
も
出
品
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
最

優
秀
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Ａ　「ぼくのお父さんビール飲むぜ。」

Ｂ　「ぼくのお父さんはコーラ飲むよ。」

Ａ　「コーラ飲むと「歯」溶けるんだ　

　　　と。」

Ｂ　「わがった！んだから、おとうさん

　　　歯医者さえぐんだ！」

佳
作　

人
生
の
修
羅
場
を
つ
な
ぐ
田
舎
駅　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

道
の
駅
郷
の
自
慢
を
焼
く
匂
い　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

老
妻
と
各
駅
停
車
で
旅
を
す
る　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

無
人
駅
干
し
柿
さ
み
し
く
風
に
ゆ
れ　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

道
の
駅
地
場
物
産
の
発
信
地　
　
　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

〃　
　

待
ち
合
わ
せ
気
に
な
る
駅
の
発
車
ベ
ル　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

〃　
　

子
の
旅
立
ち
見
送
る
寒
い
無
人
駅　
　
　

鮎　

貝　

増
田　

栄
子

〃　
　

口
込
み
で
自
慢
山
ず
み
道
の
駅　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

無
人
駅
や
っ
ぱ
り
大
き
な
夢
が
あ
る　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

徒
歩
数
分
恵
ま
れ
過
ぎ
て
乗
り
遅
れ　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
ち
子

〃　
　

道
の
駅
野
菜
お
土
産
便
利
だ
ね　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

お
帰
り
と
改
札
口
の
福
寿
草　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

秀
句　

上
野
駅
今
思
い
出
の
駅
と
な
り　
　
　
　

埼
玉
県　

村
上　

桂
造

〃　
　

駅
弁
の
味
な
つ
か
し
く
地
図
で
追
う　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

〃　
　

夢
い
っ
ぱ
い
詰
め
て
東
京
駅
に
降
り　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

駅
伝
の
タ
ス
キ
に
込
め
る
火
の
ド
ラ
マ　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

四
季
の
郷
駅
に
咲
く
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

旅
疲
れ
ほ
っ
と
安
ら
ぐ
終
い
の
駅　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

無
人
駅
干
し
柿
つ
る
し
人
を
呼
ぶ　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

孫
送
り
ホ
ー
ム
に
残
る
老
い
二
人　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

青
春
の
思
い
出
の
駅
通
り
過
ぎ　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

遠
足
が
来
て
か
し
ま
し
い
無
人
駅　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

五
客　

あ
の
駅
で
兵
を
送
っ
た
日
も
風
化　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

な
ま
っ
て
る
駅
長
さ
ん
は
人
気
者　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

人
生
の
夢
を
託
し
た
始
発
駅　
　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

数
々
の
ド
ラ
マ
見
て
き
た
田
舎
駅　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

人
生
の
別
れ
と
出
会
い
結
ぶ
駅　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

人
位　

方
言
が
迎
え
て
く
れ
る
村
の
駅　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

地
位　

人
生
の
出
発
だ
っ
た
上
野
駅　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

天
位　

万
歳
は
遠
い
昔
の
無
人
駅　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

軸　

男
に
は
オ
ト
コ
の
降
り
る
駅
が
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
杯

次
回　

「
芽
」
三
月
末
ま
で
。　

「
太
陽
」
四
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

　

町
報
川
柳　
　
　

「　

駅　

」　　
　

樋
口
一
杯　

選

「お父さんが歯医者に
　行く理由」

「これもエコ？」

鼻をかみゴミ箱に捨てるのを見て

Ａ　「ぼくのばあちゃん鼻をかん

　　　だら、ポケットに入れてま

　　　たかむぜ！」

Ｂ　「それエコだよね。」

Ａ　「うん。」

こぐわ保育園

水道事業からのお知らせ

　転出、転入　の季節です！
　　水道使用に関する届出をお忘れなく！
　次のような場合は、建設水道課水道係に届出が必
要になります。

〇引越しなどにより水道を使い始めるとき、または
　止めるとき
〇水道の所有者、使用者が変わるとき
〇納入通知書などの送付先が変わるとき
〇長期間にわたって水道を使用しないとき（使用中
　止及び使用再開）

■問い合わせ
　建設水道課水道係（☎85－6137）

カセットボンベなどの

ごみの出し方について

　平成21年12月25日、長井クリーンセンターにお
いて、ごみ処理作業中に中身の入ったカセットボン
ベが原因とみられる発火事故が発生しました。
　カセットボンベやエアゾール缶（スプレー缶）を
ごみに出す際は、中身を使い切り穴を開けてから出
してくださるようお願いします。

　チェック①
　中身の有無を確認して使い切りましょう
　（振って中の音を聞いてください。中身が残って
　　いると「シャカシャカ」と音がします。）
　チェック②
　使い切ったら必ず穴を開けて
　出してください。
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町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の達成状況を把握するために、
町民の皆さん（小学５年生）を対象に、元気ニコニコ21アンケートを実施しました。
　　　　　　　　　　　〔元気ニコニコ21アンケート〕

●�0　　 広報しらたか　2010.3.12●�1 　　 広報しらたか　2010.3.12 ●�0　　 広報しらたか　2010.3.12●�1 　　 広報しらたか　2010.3.12

“元気ニコニコしらたか21” を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ
しらたか21

元気ニコニコ
しらたか21

白鷹町健康増進計画

白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」
　元気いっぱい子どもの健康づくり～元気いっぱい育つために～
　「いっぱい遊んで元気に育つ」　　このようなことを目指します。
　○そのためには　
　「食生活を通して体と心を育む」
　「安心して、外遊びができる」　　　　このようなことが大切です。
　“外でお家の人や年の違う子どもたちと体を使って思いっきり遊ぶ”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんな暮らしのことです。

健康のひろば健康のひろば

中間評価

“心が元気”
が

　減　少！

子どもの指標
平成 15 年 平成 20 年 平成 22 年

策定時 中間評価 目標値

体が元気 96.3％ 97.0％ 100.0％

心が元気 93.9％ 89.0％ 100.0％

友達と外でよく遊ぶ 95.1％ 85.9％ 100.0％

子どもたちが安全に遊ぶ場所がある 83.5％ 81.2％ 90.0％

友達が遊んでいる時「悪いことは悪い」と言える 83.5％ 81.2％ 90.0％

お家の人と一緒に遊ぶ時間がある 62.0％ 52.3％ 75.0％

子どもが食事の時いつもお腹がすいている 50.6％ 45.6％ 70.0％

元
気
ニ
コ
ニ
コ
21
ア
ン
ケ
ー
ト

�
子
ど
も
の
指
標
」
�
ら
見
�
る
�

　

白
鷹
町
の
子
ど
も
�
ち
の
今

「
体
が
元
気
」
な
子
ど
も
は
、
増
え
て
い

ま
す
が
、「
心
が
元
気
」
と
答
え
た
子
ど
も

が
減
っ
て
い
ま
す
。

・
友
達
と
外
で
よ
く
遊
ぶ

・
お
家
の
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
時
間
が
あ
る

・
子
ど
も
達
が
安
全
に
遊
ぶ
場
所
が
あ
る

・
子
ど
も
が
食
事
の
と
き
、
い
つ
も
お
腹

　

が
空
い
て
い
る

・
友
達
と
遊
ん
で
い
る
時
「
悪
い
こ
と
は

　

悪
い
」
と
言
え
る
な
ど
も
減
少
し
て
い

　

ま
す
。

　

元
気
な
子
ど
も
の
源
と
い
え
る
「
遊
び
」

と
「
食
べ
る
」
で
、
数
値
が
下
が
っ
て
い

る
指
標
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
元
気
が
な
く

な
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
暮
ら
し
が
気

に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
が
元
気
に
な
る
た
め

に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
地
域
や
学
校
・
保
育
園
な
ど
の
関
係

機
関
と
さ
ら
に
連
携
し
、
そ
の
原
因
や
対

策
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
た
め
に
、
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
・
食
育
推
進
計

画
な
ど
の
関
係
計
画
と
協
働
し
、
推
進
し

ま
す
。

家族、友だちと

外でよく遊んでい

る子どもが少なく

なっています。

子どもが元気になるために　子どもの生活リズムを整えよう！ [ 文部科学省推進 ]

家庭で　地域で　学校で　みんなで　早寝早起き　朝ごはん　　よく寝、よく食べ、元気に活動

朝ごはん 朝ウンチ

夜は暗いところで眠る

朝の光を浴びる
体内時計をリセット

「昼間」はリズミカルに活動しましょう
眠りを促すホルモン “メラトニン” が活性化

※朝日で心を穏やかにする神経伝達物質セロトニンが活性化します！

早起き



支出日 区　分 支出額 (円) 内　　　　容

2 月  5 日 御祝 3,100　 あゆ茶屋新年会

2 月  5 日 贈答品 9,620　 町重要事業要望

2 月  5 日 贈答品 2,405　 三川町訪問

2 月  5 日 香典 10,000　

2 月  5 日 御祝 3,000　 十王雪まつり

2 月 12 日 御祝 3,000　 川下を語る会

2 月 12 日 御祝 5,000　 しらたかきらやか会新春交流会

2 月 12 日 御祝 3,000　 長井白鷹建設組合新年会

2 月 15 日 御祝 5,000　 気仙沼合併記念式典

2 月 15 日 御祝 5,000　 川西町消防団長藍綬褒章
受章祝賀会

2 月 24 日 御祝 50,000　 丸川晃一氏藍綬褒章受章
祝賀会

2 月 26 日 香典 20,000　

計 119,125　 

●�0　　 広報しらたか　2010.3.12●�1 　　 広報しらたか　2010.3.12 ●�0　　 広報しらたか　2010.3.12●�1 　　 広報しらたか　2010.3.12

２月の町長交際費

　平成22年２月に支出された町長
交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
地
域
の
か
た
が
認

知
症
の
知
識
や
認
知
症
の
か
た
へ

の
対
応
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
町
認
知
症
高
齢
者
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、

多
く
の
か
た
に
認
知
症
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
見
守

り
・
支
え
合
い
ス
テ
ッ
カ
ー
」
の

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
認
知
症
予
防
啓
発

　
　
　
　
　

紙
芝
居
の
製
作

　

認
知
症
の
こ
と
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
た
め
に
は
ど
ん
な
関
わ

り
が
受
け
入
れ
や
す
い
か
話
し
合

い
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
親

し
み
や
す
い
”
紙
芝
居
”
を
作
成

し
よ
う
と
話
し
合
っ
て
決
め
ま
し

た
。
認
知
症
介
護
の
経
験
が
あ
る

か
た
や
専
門
家
で
紙
芝
居
作
成
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

実
体
験
や
理
想
の
対
応
、
困
っ
た

と
き
に
と
り
が
ち
な
行
動
を
話
し

合
っ
て
脚
本
を
書
き
、
紙
芝
居
を

作
成
し
ま
し
た
。
公
民
館
や
い
き

い
き
サ
ロ
ン
な
ど
で
上
演
し
て
い

ま
す
。

○
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

活
動

　

認
知
症
の
家
族
の
介
護
に
は
、

寝
た
き
り
な
ど
身
体
不
自
由
な
か

た
の
介
護
と
は
ま
た
ち
が
っ
た
む

ず
か
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症

の
か
た
の
介
護
な
ら
で
は
の
悩
み

や
相
談
な
ど
、
認
知
症
の
家
族
を

介
護
し
た
経
験
の
あ
る
か
た
や
保

健
師
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
普
段

忙
し
さ
か
ら
口
に
出
せ
な
い
自
分

の
こ
と
を
話
し
た
り
で
き
ま
す
。

他
人
に
言
い
に
く
い
悩
み
を
話
す

こ
と
で
、
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
は
か
り
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
は
、
判
断
力
が

低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
悪
徳
商

法
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
り
、
介
護
が
大
変
な

こ
と
か
ら
虐
待
を
受
け
や
す
か
っ

た
り
と
、
弱
い
立
場
に
お
か
れ
が

ち
で
す
。
家
族
や
地
域
が
ほ
ん
の

少
し
注
意
し
て
見
守
り
を
し
た
り

声
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
悪

徳
商
法
が
近
づ
か
な
い
・
虐
待
が

起
こ
ら
な
い
明
る
く
元
気
な
地
域

に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　

町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
は
、
認
知
症
の

か
た
や
介
護
す
る
家
族
が
笑
顔
で

過
ご
せ
る
毎
日
に
な
る
よ
う
に
、

み
ん
な
が
毎
日
い
き
い
き
と
過
ご

せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
げ
て

い
け
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の

活
動　
　
　
　

（
そ
の
２
）

紙芝居「ドタキャンばあちゃん」

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会　

定
例
会（
毎
月
第
４
水
曜
日
）

　

認
知
症
や
物
忘
れ
に
つ
い
て
相

談
し
た
り
、
認
知
症
の
家
族
の
介

護
を
し
て
き
た
か
た
の
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
86

－

０
１
１
２
）
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　置賜と上山が連携し取り組んできたやまがた花回廊キャンペーンは３年間の実績が認められ、今年も
JR 東日本の支援をいただき、多くのプランが企画されました。また、『置賜さくら回廊』イベントや町内
各地の桜保存会の皆さんによるおもてなしも開催する予定です。近年では団体ツアーだけでなく、個人で
の観光も増え、日本各地からたくさんのお客様がいらっしゃいます。
　そこで、町民の皆さまには、町を訪れたかたに道を聞かれたときには丁寧に応対していただくなど、お
もてなしの心で迎えていただければ幸いです。
「春はサクラ。」わが町の古典桜の魅力をぜひご紹介ください。

もうすぐ、桜が芽吹きます

■問い合わせ　産業振興課観光係（☎85－6126）
　　　　　　　白鷹町観光協会（☎86－0086）

びゅうばす　
置賜さくら回廊号

●運行日　４月15日（木）～ 30日（金）
●コース　赤湯駅出発～久保桜～最上川堤防千
　　　　　本桜～草岡の大明神桜～薬師桜・釜
　　　　　の越桜～十二の桜～烏帽子山千本桜
●料　金　おとな3,600円、こども3,100円
　　　　　
ガイドと散策　
しらたか古典桜の里そぞろ歩き
●出発日　４月15日（木）～ 30日（金）
●コース　四季の郷駅～ひさご（昼食）～奨学
　　　　　桜～十二の桜～喜三郎桜～薬師桜～
　　　　　釜の越桜～蚕桑駅
　　　　　（釜の越桜から蚕桑駅まではタクシ
　　　　　　ー移動。しらたか旅先案内人がガ
　　　　　　イドします。）
●料　金　3,000円（おとな・こども同額）
　　　　　※２名様以上でお申込みください。

ガイドと散策
最上川の風に吹かれ

隠れ蕎麦屋の里白鷹を歩く
●出発日　４月１日（木）～６月29日（火）
※水曜日は出発除外日となります。
●コース　荒砥駅～最上川堤防散策～隠れ蕎麦
　　　　　屋（昼食）～どりいむ農園～清水屋
　　　　　酒店（羊かんとお茶のおもてなし）
　　　　　～御楯稲荷神社～荒砥駅
　　　　　（一部、タクシーにて移動。しらた
　　　　　　か旅先案内人がガイドします。）
●料　金　3,900円（おとな・こども同額）
　　　　　※２名様以上でお申込みください。

■お近くのびゅうプラザにお申込みください。
( 詳しくは、JR 主要駅、びゅうプラザの専用パ
ンフレットをご覧ください。）

駅からハイキング

花ウォーク白鷹古典桜コース ( 全長約10㌔ )

●開催日　４月24日（土）午前10時～午後4時
●コース　蚕桑駅集合～釜の越桜～薬師桜～喜
　　　　　三郎桜～笠松ロマン館～十二の桜～
　　　　　山口奨学桜～子守堂の桜～鮎貝駅
●参加費　200円（ガイド料）
　　　　　※しらたか旅先案内人がガイドします
●定員　　100人　　　
●締切　　4月16日 (金) まで
●注意点
・昼食、飲料水、雨具、タオルなどは各自でご
　持参ください。
・イベント中は損害保険に加入していますが、
　応急手当以外の責任は負いません。
■申込先　産業振興課観光係（☎85－6126）

　　　　
山交バス
「新・置賜さくら回廊号」
●運行期間　４月10日（土）～ 29日（木）
●コース　　烏帽子山千本桜～あゆ茶屋（昼
　　　　　　食）～十二の桜～薬師桜～釜の越
　　　　　　桜～白兎しだれ桜～草岡の大明神
　　　　　　桜～久保桜
　　　　　　（釜の越桜から蚕桑駅まではタク
　　　　　　　シー移動。しらたか旅先案内人
　　　　　　　がガイドします。）
●料　金　　おとな3,500円、こども3,000円
　　　　　　　　　　　　　　　（昼食付）
■問い合わせ・申込み
　山交バス観光課（☎023－647－5173）

釜の越桜

薬
師
桜

殿
入
桜

原
の
し
だ
れ
桜

十
二
の
桜
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催　し

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
い
つ　

３
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
15
分
～

▼
ど
こ
で　

蚕
桑
小
学
校
体
育
館

▼
内
容　

ら
く
ら
く
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
・
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
ほ
か

▼
講
師　

町
体
育
指
導
委
員
会

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル

･
飲
み
物

▼
主
催　

白
鷹
町
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た

か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

障
が
い
者
な
ん
で
も
相
談
室

　

障
が
い
者
な
ん
で
も
相
談
室
で

は
、
悩
み
事
や
困
り
事
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

毎
週
月
曜
～
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

県
障
が
い
者
社
会
参

加
推
進
セ
ン
タ
ー
（
山
形
市
大
字

大
森
３
８
５
）

▼
相
談
員　

①
法
律
相
談
（
弁
護
士
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

②
一
般
相
談
（
社
会
福
祉
士
）

▼
相
談
方
法　

電
話
、
手
紙
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
来
所
の
い
ず
れ
か

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

県
障
が
い
者
社

会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
／
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
２
３

－

６
８
７

－

５
３
３

３
）

し
ゅ
ん
こ
う　

和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

　

手
す
き
和
紙
に
よ
る
ち
ぎ
り
絵

は
「
優
雅
」
で
「
癒い

や

し
」
を
感
じ

て
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

４
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
　

～
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
２
」

▼
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ぶ
し
会
・
小

林
（
☎
85

－

５
８
９
０
）
／
松
木

（
☎
85

－

３
４
８
２
）

キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
ご
案
内

　

神
町
駐
屯
地
で
は
、
今
年
も
キ

ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
に
し
て
い

る
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
24
日
（
土
）
～
25

日
（
日
）
１
泊
２
日

▼
ど
こ
で　

陸
上
自
衛
隊
神
町
駐

屯
地

▼
参
加
費　

約
２
０
０
０
円
（
食

事
代
３
食
分
・
保
険
代
・
事
務
費

な
ど
）

▼
イ
ベ
ン
ト

○
自
衛
隊
装
備
品
見
学

○
自
衛
隊
車
両
体
験
搭
乗

○
魚
の
つ
か
み
取
り

○
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ゲ
ー

　

ム
な
ど

▼
募
集
人
数　

小
学
生
約
３
０
０

人
（
子
ど
も
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
団
体
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
数
人
の
保
護
者
同
伴
を
お

願
い
し
ま
す
。）

※
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

　

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

５
月
14
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

神
町
駐

屯
地
広
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

７

－

48

－

１
１
５
１
／
内
線
３
７

２
）

郵便往復はがき
９９９-３７９７往信

返信はがきの裏面

（白　紙）

抽選結果を印刷しま

すので何も記入しな

いでください。

山
形
県
東
根
市
神
町
南
３
丁
目
１
の
１

第
６
師
団
司
令
部
広
報
室

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
搭
乗　

係

郵便往復はがき
○○○-○○○○返信

往信はがきの裏面

①応募者の住所

②氏名（年齢）

③性別

④職業

⑤連絡先

⑥人員

　（１人または２人）

ご
自
身
の
住
所
と

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

第６師団48周年・神町駐屯地54周年創立記念行事

▼いつ　４月18日（日）午前８時～午後３時
※この日神町駐屯地を一般開放します。
▼どこで　陸上自衛隊神町駐屯地
▼内容　記念式典、訓練展示、戦車など体験搭乗、
　チビッコ広場など
▼その他　新たな企画として、抽選で100人にヘリ
　コプター体験搭乗を行います。応募要領は、以下
　をご確認ください。
■問い合わせ　第６師団司令部広報室
　（☎0237－48－1151 ／ FAX0237－47－1784）

ヘリコプター体験搭乗応募要領
▽いつ　４月18日（日）午後１時～２時30分
▽どこで　神町駐屯地グラウンド
▽締め切り　３月26日（金）必着

※往復はがき１枚で２人まで応募可能です。
※未就学児童は搭乗出来ません（小学生は保護者同
　伴となります）。
※記載が十分でないはがきは、返信できない場合が
　あります。
※当日荒天時の場合、中止となります。
●インターネットからも応募できます。
　www.mod.go.jp/gsdf/neae/6d/　第６師団で検索



●�4　　 広報しらたか　2010.3.12●�5 　　 広報しらたか　2010.3.12 ●�4　　 広報しらたか　2010.3.12●�5 　　 広報しらたか　2010.3.12

おしらせ

チ
リ
大
地
震
救
援
金
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
２
月
27

日
に
発
生
し
た
チ
リ
大
地
震
に
お

け
る
被
災
者
救
援
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
救
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
災
害
救
援
金
は
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
（
所
得
税
及
び
住
民

税
の
寄
付
金
控
除
、
法
人
税
の
全

額
損
金
算
入
）
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

▼
受
付
期
間　

４
月
30
日（
金
）ま

で▼
受
付
場
所　

日
本
赤
十
字
白
鷹

町
分
区（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

母
子
家
庭
の
母
の
資
格
取
得

を
支
援
し
ま
す

▼
内
容　

母
子
家
庭
の
母
の
資
格

取
得
の
た
め
の
修
業
期
間
に
給
付

金
を
支
給
す
る
事
業
で
す
。

▼
資
格
の
種
類　

看
護
師
・
介
護

福
祉
士
・
保
育
士
・
理
学
療
法
士

・
作
業
療
法
士

▼
対
象
者

（
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
か

た
）

県
営
住
宅
（
あ
ら
と
ア
パ
ー

ト
２
号
）
入
居
者
募
集

▼
所
在
地　

荒
砥
乙
７
２
５

－

１

▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
+
６
+

６
+
Ｄ
Ｋ
）

▼
家
賃　

月
額
２
万
４
９
０
０
円

～
４
万
８
９
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格　

入
居
世
帯
の
収
入

が
公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る
基
準

以
下
で
、
県
営
住
宅
に
同
居
す
る

親
族
を
有
す
る
住
宅
困
窮
者
で
あ

る
こ
と
。

▼
入
居
時
期　

６
月
初
旬

▼
募
集
期
間　

４
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
16
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
申
込
先　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎　

西
置
賜
建
設
総
務
課

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
す
ま
い
る
情

報
セ
ン
タ
ー　

置
賜
事
務
所

（
☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２
）

山
形
県
立
農
業
大
学
校｢

研

修
生
」
募
集
！

　

新
規
就
農
、
新
た
な
作
物
導
入
、

加
工
直
売
に
つ
い
て
実
践
的
に
学

ぶ
研
修
で
す
。

▼
コ
ー
ス　

新
規
就
農
支
援
研
修
、

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
研
修

▼
研
修
期
間　

約
１
年
間

（
平
成
22
年
４
月
～
23
年
３
月
）

▼
募
集
人
員

○
新
規
就
農
希
望
者
40
人

○
新
た
な
事
業
展
開
・
加
工
を
目

　

指
す
農
業
者
30
人

▼
締
め
切
り　

３
月
26
日
（
金
）

▼
研
修
先　

農
業
大
学
校
ほ
か
、

農
業
関
係
試
験
研
究
機
関
、
先
進

農
業
経
営
者
な
ど

▼
受
講
料　

無
料

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
農
業

大
学
校
研
修
部
（
☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４
）

防
衛
省
・
自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目

一
般
幹
部
候
補
生
、
一
般
曹
候
補

生
、
予
備
自
衛
官
補

▼
応
募
資
格

○
一
般
幹
部
候
補
生

　

20
歳
～
26
歳
未
満
の
か
た

募　集

※
そ
の
他
の
要
件
も
あ
り
ま
す
。

○
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
～
27
歳
未
満
の
か
た

○
予
備
自
衛
官
補

・
一
般
公
募

　

18
歳
～
34
歳
未
満
の
か
た

・
技
能
公
募

　

18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に

　

応
じ
て
55
歳
未
満
の
か
た

※
応
募
用
紙
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
【
試
験
日
】

○
一
般
幹
部
候
補
生

　
　

４
月
１
日
（
木
）

　

～
５
月
15
日
（
土
）

【
試
験
日　

５
月
15
日
（
土
）】

○
一
般
曹
候
補
生

　
　

４
月
１
日
（
木
）

　

～
５
月
10
日
（
月
）

【
試
験
日　

５
月
22
日
（
土
）】

○
一
般
幹
部
候
補
生

　

４
月
９
日
（
金
）
ま
で

【（
試
験
日　

４
月
17
日
（
土
）】

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
米
沢
地

域
事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１
）

や
ま
が
た
花
回
廊
イ
ベ
ン
ト
列
車

今
年
も
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が
や

っ
て
く
る
！

▼
運
行
日

４
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）

　
　

24
日
（
土
）、
25
日
（
日
）

●
「
風
っ
こ
桜
回
廊
１
号
」

運
転
区
間

Ｊ
Ｒ
米
坂
線
・
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

（
米
沢
～
今
泉
～
長
井
）

●
「
風
っ
こ
桜
回
廊
２
号
」

運
転
区
間

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線（
長
井
～
赤
湯
）

●
「
風
っ
こ
桜
回
廊
３
号
」

運
転
区
間

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線（
赤
湯
～
荒
砥
）

●
「
風
っ
こ
桜
回
廊
４
号
」

運
転
区
間

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線（
荒
砥
～
今
泉
）

※
運
転
区
間
の
運
賃
な
ど
は
通
常

　

と
同
じ
で
す
。

※
運
行
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
営
業

部
（
☎
88

－

２
０
０
２
）
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○
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

　

か
た
、
ま
た
は
同
様
の
所
得
水

　

準
の
か
た　

○
対
象
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ

　

る
か
た

○
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両

　

立
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

　

る
か
た

▼
給
付
額

○
住
民
税
課
税
世
帯

　

（
月
額　

７
万　

５
０
０
円
）

○
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

（
月
額　

14
万
１
０
０
０
円
）

▼
給
付
開
始　

申
請
書
を
提
出
い

た
だ
き
、
審
査
決
定
後
か
ら
給
付

に
な
り
ま
す
。

■
申
請
先
及
び
相
談
窓
口　

置
賜

総
合
支
庁　

福
祉
課
企
画
調
整
担

当（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
２

７
）

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を
市

町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す
！

　

気
象
庁
で
は
、
平
成
22
年
５
月

27
日
か
ら
、
気
象
警
報
・
注
意
報

は
市
町
村
を
対
象
と
し
て
発
表
し

ま
す
。
例
え
ば
、
白
鷹
町
に
災
害

発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
こ

れ
ま
で
は
、
町
を
含
む
「
西
置
賜
」

に
対
し
て
警
報
・
注
意
報
を
発
表

し
て
い
ま
す
が
、
５
月
27
日
か
ら

は
、「
白
鷹
町
」
を
明
示
し
て
「
白

広告

広告

鷹
町
に
大
雨
警
報
…
」
の
よ
う
に

発
表
し
ま
す
。
危
険
が
せ
ま
っ
て

い
る
市
町
村
が
明
確
に
な
る
こ
と

で
、
自
治
体
の
避
難
勧
告
な
ど
防

災
対
応
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

で
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
が
放

送
さ
れ
る
と
き
は
、
画
面
に
表
示

で
き
る
文
字
数
や
読
み
上
げ
可
能

な
文
章
の
範
囲
内
で
伝
え
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

の
地
域
名
で
放
送
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注

意
報
の
詳
細
な
内
容
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
国
土
交
通
省
防

災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
の
携
帯
電

話
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w

w
.jm

a.go.jp/

○
携
帯
電
話
サ
イ
ト　

http://
w

w
w

.m
lit.go.jp/saigai/

bosaijoho/i-index.htm
l

）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
気
象

台
防
災
業
務
課
（
☎
０
２
３

－

６

２
２

－

０
６
３
２
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話

帳
を
配
達
・
回
収
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
山
形
支
店
で
は
、

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

（
平
成
22
年
５
月
発
行
）
を
各
ご

家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話

帳
は
、
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替

え
い
た
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護

と
し
て
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か

ら
新
し
い
電
話
帳
を
つ
く
る
「
電

話
帳
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
時
な
ど
で
配
達

員
に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ

た
場
合
、
後
日
改
め
て
回
収
に
伺

い
ま
す
の
で
、「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
届
け
す
る
電
話
帳
の
変
更
や
配

達
冊
数
の
変
更
に
つ
き
ま
し
て
も
、

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
（
☎
０
１
２
０

－

５
０
６

－

３
０
９
）

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備

士
の
免
状
を
お
持
ち
の
皆
さ

ま
へ

　

消
防
法
令
で
は
、
当
該
免
状
に

貼
っ
て
あ
る
写
真
は
、
10
年
以
内

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
写
真
の
書
き
換
え
申
請
を
さ

れ
て
い
な
い
か
た
は
、
速
や
か
に

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
写
真
の
書
き
換
え
と
は
、
新
し

　

い
写
真
を
印
刷
し
た
免
状
に
取

　

り
替
え
る
こ
と
で
す
。

※
申
請
書
用
紙
は
県
下
各
消
防
本

　

部
及
び
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

　

ー
山
形
県
支
部
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

財
団
法
人
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

（
☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
７
６

１
）



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
浅　立　鈴　木　　るゑ　85
山　口　樋　口　　俔　　83
広　野　川　井　　斉　　43
箕和田　齋　藤　三千代　74
山　口　　　　　み　つ　92
萩　野　松　田　　　う　90
荒砥乙　　　山　　仁　　60
畔　藤　　　間　たかを　81
荒砥乙　鎌　上　　　男　77
荒砥甲　島　林　と　み　96
畔　藤　伊　東　松　　　92
畔　藤　　　地　と　も　88
下　山　安　部　誠　志　91
中　山　土　屋　志つ江　86
荒砥甲　髙　野　し　け　84
畔　藤　鈴　木　芳　昭　64
山　口　　関　　二　郎　88
鮎　貝　　　倉　萬五郎　89
横田尻　新　野　精　一　86
広　野　西　塚　和　子　66
荒砥甲　迎　田　新　助　78
深　山　　今　　作　衛　85

【1月27日～2月26日届出】
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戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

鮎　貝 武田
晃　一 小

こ

　雪
ゆき

美代子

畔　藤 髙橋
義　和 海

あ

　　かおり

高　玉 金田
幸　浩 煌

こう

　牙
が

真菜美

N
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　　氏　　　名　　　  住所

（横　澤　祐　太　　横田尻
青　木　亜　矢　　長井市

（布　施　貴　広　　中　山
菊　地　さなえ　　山形市

（守　谷　　亘　　　萩　野
山　田　夏　美　　宮城県

（梅　津　智　博　　浅　立
渡　部　里　美　　小国町

（近　藤　　晃　　　山形市
山　口　美　里　　荒砥甲

（鈴　木　　晶　　　鮎　貝
本　田　江梨子　　高畠町

ご結婚おめでとう

みんなで広げる

白鷹町少年少女合唱団　（代表　土方俊男さん）

◆
結
成
は
い
つ
で
す
か
？

�
平
成
20
年
10
月
で
す
。

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

�
町
内
全
域
を
対
象
に
、
保
育
園

年
長
児
か
ら
小
学
校
�
年
生
ま
で

39
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

�
前
�
か
ら
合
唱
団
を
つ
く
り
た

い
と
い
う
思
い
�
あ
り
指
導
者
を

探
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
指
導

を
し
て
く
だ
さ
る
か
た
と
出
会
え

た
の
で
設
立
す
る
�
と
�
で
き
ま

し
た
。

◆
活
動
内
容
は
？

�
�
れ
ま
で
、
町
誕
生
55
周
年
記

念
式
典
や
町
芸
術
祭
、
米
沢
�
ど

も
芸
術
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
歌

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
ど
ん
な
練
習
を
し
て
い
る

ん
で
す
か
？

�
月
３
回
、
土
曜
日
の
午
前
９
時

30
分
か
ら
鮎
貝
地
区
の
�
ー
�
ニ

ー
プ
ラ
�
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
発
声
練
習
や
、
小
学
校

３
年
生
以
上
は
楽
器
を
使
�
た
練

習
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

◆
最
後
に
ひ
と
言

�
�
少
年
少
女
�
と
は
い
う
も
の

の
、
男
の
子
�
い
な
い
の
�
一
番

の
悩
み
で
す
。
現
在
、
新
年
度
の

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
か
た
�
�
一
緒
に
歌

い
ま
し
�
う
！
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語りとわらべ唄の集い（平成 22 年２月）

担
当
…
総
務
課
情
報
係（
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85
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１
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１
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りゅう


